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CSPPアンプといえば、出力管に三極
_              400V      _́_、 2A3   1          管が使われることは稀で、大半は多極
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2A3はバイアスが深いため、通常の回路でもドライブが難しい球の筆
頭に挙げられる球ですが、それをCSPPにすると本機の条件で出力段
の利得は推定0.91倍と、出力電圧よりもドライブ電圧の方が高くなっ
てしまいます。普通に考えるとドライブ段に500∨以上の電圧を掛けな
いとドライブできませんが、何とか回路を複雑にせずにドライブできない
ものかと考え、本機のハイライトであるチョーク負荷とすることにしまし
た。加えて電圧増幅段を単段で済ませるためCascOmp応用回路を用
いて、非常にシンプルながら必要な利得、振幅を稼ぐことができまし
た。
CasComp応 用回路は利得がRL/Rkとなりますので、チョークと次
段のグリッド抵抗の合成インピーダンスのF特がそのまま初段のF特に

2A3CSPPアンフ
゜
出カインピーダンス特性(Lch、 注入法)
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なります。
したがつて高域に至るまでインピーダンスが高く、かつ素直に減衰す
るインピーダンス特性を持つチョークでないとアンプの性能に悪影響を
与えてしまいます。本機ではチョークのボビンを三分割することで容量
成分を抑え、高域まで高いインピーダンスを保つチョークを作りました。
最終的には、やや深めのオーバーオールNFBに頼りましたが、何と
か所望の特性は得られたように思います。

2013.3 31
前川有人 (滋賀県米原市 )

2A3CSPPアンプ周波数特性 (Lch、 8Ω負荷、lV出力)

――‐NFB無し

――NFB=12 74dB(位 相補償素子無し)

一― NFB二 12 74dB(位 相補償素子47p有り)
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2A3CSPPアンプクロストーク特性 (8Ω 負荷、lV出 力時 )
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